
日本 STEM教育学会 第 6回年次大会(2023年) 

－ 1 － 

STEM 分野でのジェンダーギャップ克服のための教育施策 
-ドイツのベストプラクティス Girls' Day より- 

Educational Measures to Overcome the Gender Gap in STEM Fields 

-From the best practice "Girls' Day" in Germany- 
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STEM分野人材の育成が技術革新と産業変革に不可欠であり,経済成長を促進する中で,ジ

ェンダーギャップ問題が浮き彫りとなっている.多くの先進国が教育施策でこの問題に取り

組む一方,日本の女性の STEM分野の入学者比率は OECD加盟国中最低の 17％にとどまっ

ている.この問題に対処するため、山田進太郎 D＆I財団が設立され,2035年までに女性の

STEM分野大学入学者比率を OECD平均の 28％に引き上げる目標を掲げている.諸外国の

先行事例を参考に日本における今後の STEM分野におけるジェンダーギャップ解消のため

の教育政策を検討するため,本稿では,世界的に評価を受けているドイツにおける STEM分

野におけるジェンダーギャップを解消する施策の一つである「Girls' Day」を取り上げ,そ

の成功から日本の女性の STEM分野への参画に関する示唆を得る. 
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1. はじめに 

STEM 人材の育成は,現代社会における技術革新

や新たな産業構造の勃興に必要で,経済成長を牽引す

る重要な要素である .そのため ,先進国を中心に

STEM 教育の強化に取り組んでいる .このような

中,2019 年のデータによると日本においては,エンジ

ニアリング、製造、建設の学位を取得する高等教育

の新規入学者のうち女性の割合は 16％で,OECD 加

盟国の中で最低の割合であった (OECD,2021).ま

た,2023 年におけるジェンダーギャップ指数は 146

か国中 125 位と 2006 年以降の公表開始以来,過去最

低の順位であった（Global Gender Gap Report 

2023）.特に,教育においては高等教育就学率の男女

比のデータ等を加えたことで前年の 1 位から 47 位

に順位を落とした .以上より ,日本における女性の

STEM教育の推進は喫緊の課題である. 

STEM 分野における女性の大学進学者を推進すべ

く 2021年 7月 1日に山田進太郎 D＆I 財団(以下,財

団)を設立し,第一弾プロジェクトとして奨学助成金

制度を施行している.今後も STEM 分野関連のイベ

ントや情報発信,政策提言など STEM 分野で活躍す

る女性人材を増やすための活動を行っていく上で,

海外の先行事例,特に国土や文化,産業構造が比較的

類似し,2008 年から 2017 年の間に STEM 分野の女性

の大学進学者を59,599人から 115,134人に倍増させ

たドイツの取り組みに注目した(Girls’ Day の公

式 HPより). 

本稿では,ドイツにおける,特に STEM 分野で活躍

する女性を増やすためのSTEM教育関連の施策への

視察結果を報告し,日本における STEM 分野におけ

るジェンダーギャップを解消する教育関連の施策へ

の示唆を得る. 

2. ドイツにおける STEM 分野における

ジェンダーギャップ解消のための教育関連

施策 

2.1. 視察の目的 

ドイツにおける,STEM 分野におけるジェンダー

ギャップ解消のためのSTEM教育関連の施策の調査,

特に,社会的なインパクトが高い施策を視察するため
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にドイツに訪問した.そこで,10歳から 15歳の女子生

徒に対して産官学が連携し,ドイツ全土で職業体験イ

ベントを行う Girls’ Dayに着目した.Girls ‘Dayを取

り巻く現地の各ステークホルダーに対してヒアリン

グを行い,Girls ‘Day を実施する背景や意図,課題,取

り組み,効果等について詳細な情報を収集した. 

2.2. STEM 分野におけるジェンダーギャップ に関

する政策の系譜 

政府機関である Bundesministerium für Bildung 

und Forschung - (連邦教育研究省)は,女性の STEM

分野における均等な参画の実現を目指し,さまざまな

政策・施策を展開している.2008年に「Komm, 

mach MINT」(さあ、STEMをやろう)という国家

協定を締結.本協定は,企業,教育,科学,メディア,政治

など 370以上のパートナーとともに,女性が STEM

の訓練,学習コース,職業に関心を抱けるよう支援す

るものである.また,2016年から 2021年にかけて,

「Erfolg mit MINT – Neue Chancen für Frauen」

(MINTで成功する-女性のための新たな機会)という

ガイドラインのもと,55のプロジェクトに総額

2,050万ユーロの資金が提供され,個々の女性の

STEMキャリアパスを支援するための戦略が開発さ

れた. 

さらに, 2021年から 2027年にかけて資金提供ガ

イドライン「MissionMINT - Frauen gestalten 

Zukunft」(Mission MINT - 女性が未来をつくる)に

おいて,連邦教育研究省は女性が STEM分野におい

てより重要な役割を果たし、存在感を高めることを

目標としている.特に,革新的かつ持続可能な施策や

研究プロジェクトに資金が提供されている.特に学術

的な STEM分野の教育課程や STEM分野の専門職,

研究開発における女性のキャリアを対象としている. 

ドイツ政府は,女性の STEM分野への興味を喚起

するためには,早期教育からの取り組みが重要である

と認識している.高校生の時点で生徒の専門的な志向

はすでに顕著になっていることが多いため,既存の取

り組みとして,保育園や小学校向けの Stiftung 

Kinder forschen(リトル サイエンティスト財団)や

学生を対象としたコンテスト(「Jugend forscht」

(ユースによる研究),「Informatik-Biber」(コンピュ

ーターサイエンス・ビーバーコンテスト),

「Bundeswettbewerb Informatik」(全国コンピュ

ーター サイエンス コンテスト)を行っている.さら

に,「#MINTmagie」というコミュニケーションキ

ャンペーンを通じて, STEM分野への関心がしばし

ば低下する傾向がある 10歳から 16歳の子どもを対

象に,より STEM分野への参入障壁を低くする取り

組みを行っている. 

2.3. Girl’s Dayについて 

Girls' Day は, STEM 分野など女性の職業割合の

比率が 40％未満の職種における,女子生徒を対象と

した世界最大のキャリア・オリエンテーション・プ

ロジェクトである.女子生徒が新しいことに挑戦し,

キャリアの選択において性別の固定観念ではなく,意

識的に自分の関心に従うことを奨励している.2001

年に連邦教育研究省,ドイツ労働組合連盟, Initiative 

D21によって共同で開始された.当初から産官学のス

テークホルダーが事業推進に関与しており,業界団体

等や企業間ネットワークによる連携が重要な要素と

なっていた.創設以来,毎年 Girls' Day の前日にその

前年度を振り返る記者会見が行われ,首相や代表的な

イベント参画企業の女性社員,女子生徒といった産官

学の代表者が登壇している.  

第 1 回の Girls' Day 以来,計 200 万以上の企業や

大学等の機関が女子生徒のための実践の場を提供し

ている. 

 

2.3.1. 目的・目標 

2001 年以降,毎年開催されているドイツの Girls' 

Dayは, 女性の職業割合比率が 40％未満の職種,つま

り STEM を含む科学技術分野等に興味を持ち,将来

の進学やキャリア選択においてより多くの選択肢を

持てるようにすることを目的としている.対象者は,5

年生以上の女子生徒(10歳から 15歳)である. 

Girls' Dayは下記の目標を掲げている. 

 

1.女子の職業選択の幅の拡大 

Girls' Dayの主な目標は,女子生徒に新たな職業の

可能性を知り,体験する機会を提供し,職業選択の幅

を広げることにある. Girls' Dayは,女子生徒がこれ

までに経験したことのない職業や世界に初めて触れ
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る機会を提供する.特に,企業や大学等の機関との直

接的な接点を持つこと,すでにその職業に従事してい

るロールモデルの女性との交流,ハンズオン型の実践

型の学びがこの取り組みの大きなメリットである. 

 

2.性別による固定観念からの自由な選択 

Girls' Dayは,女子生徒が伝統的な性別の固定観念

にとらわれず,さまざまな選択肢を試み,最終的には

自分自身の興味や能力に応じた選択を行う機会を提

供する。性別による固定観念からの解放は、個々の

能力や興味に基づく適切な選択を行うための重要な

要素である. 

 

3.教員向けの教育とサポートの提供 

教員向けの教育やワークショップを通じて,ジェン

ダー教育や STEM分野への関心の向上を促すこと

も目的の一つである.教育者に対して,性別による固

定観念や偏見についての理解を深め,女子生徒が

STEM分野への興味や参加意欲を高める方法につい

て支援を提供している.これにより,女子生徒が自信

を持って STEM分野に進むことができる環境を学

校において作り出すことを目指している. 

 

2.3.2. 実施される活動とプログラムの概要 

企 業 や 大 学 等 の 機 関 は , 事 務 局 で あ る

Kompetenzzentrum Technik-Diversity-

Chancengleichheit e.V.が運用するマッチングプラ

ットフォーム「Girls ‘Day Radar(ガールズデーレー

ダー)」を通じて各自で企画したプログラムを掲載

し,参加者を募集している. 

また,Girls’ Dayの準備に係る連絡窓口や PR等を

行う地域代理店制度があり,独自に資金調達や寄付を

募って運営する場合もある.現在,ドイツ全土で非営

利団体や州の教育省など 340 以上の州および地域の

代理店等が,Girls’ Dayの実行に関わっている. 

 

2.3.3. 企業が Girls’ Dayに参加する意義 

 ドイツでは,STEM 分野の人材不足に関する危機

感が強い.そのため, 企業にとって Girls’ Dayへの参

加は自社の PR を行う機会となり得る. また,ドイツ

ではベルリンなど中等教育学校でインターンシップ

が義務付けられている場合もあるため,将来の人材確

保という点において有益である. 

 

ドイツでは,STEM 分野の人材不足に関する危機感

が強い.2003年,STEM分野の女性割合は 19.5%とヨ

ーロッパ諸国と比べると低く,先述のような政策が行

われてきた.その結果,2013 年には 28.0%と増加傾向

にある.また,ドイツでは職業教育に重点が置かれて

おり,州により多少の差異があるが,地域によっては

中等教育の段階でインターンシップを行うことが義

務付けられている .このような背景もあり ,企業は

Girls’ Day への参加がしやすい土壌にあり,自社の

PR ができ将来の人材確保ができるという点におい

て参加する意義がある. 

 近年では,企業や大学などの機関からのプログラム

オファーの数が増加し ,当日は ,ドイツ全土で約

10,000 件のオファーが寄せられている.参加者は右

肩上がりであり,2023 年は 126,245 名の参加登録者

を記録した.  

 

2.3.4. 効果 

独自に行ったアンケートの結果,2022年度の

Girls’ Dayのイベントに参加した参加者の 94％が満

足または非常に満足していることが判明した.ま

た,68％の参加者が「自分の興味のある活動や職業

を知ることができた.」と回答.この調査結果を踏ま

えると,Girls’ Dayは参加者の興味喚起や職業に関す

る意識形成に有益であることを示しており,将来の職

業選択に影響を与える可能性があると考えられる. 

また, 本調査では,ドイツの保護者に対する職業 

志向に関する調査結果を分析し,その中でジェンダ

ー・ステレオタイプが親の考え方に与える影響を明

らかにしている.よって,教育現場や家庭では,ジェン

ダー・ステレオタイプの意識化や均等な教育機会の

提供などをより意識する必要がある. Girls’ Dayは

ジェンダー・ステレオタイプの払拭を一つの目的と

しており,これにより,性別による制約や偏見を軽減

し,子どもたちが自由な職業選択をできるような環境

を作り出すことを目指している. 

3. 視察から得られた知見と示唆 
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視察調査の結果 ,ドイツでは ,産官学が連携して

Girls' Dayを行うことで STEM教育ならびに STEM

人材の育成を推進していることが明らかとなった. 

世 界 的 な 女 性 の STEM 離 れ の 原 因 と し

て,Dasgupta らは発達段階における女性特有の社会

心理学的要素が関係していると指摘しており,女性教

員や研究者らと交流する機会の提供やサイエンス・

サマーキャンプなど格式張らない形式でのSTEM活

動は,女性の STEM 分野への関心を高めることが示

されている.さらに,STEM 分野の女性研究者を増や

すため,就職や助成金申請審査のジェンダーフリー化,

職場での女性の受け入れ態勢の強化などが必要と述

べている.(Dasgupta et al,2014) 

Girls' Dayは性別に伴う固定概念を形成し始める

思春期の女性を対象とし,対象者を取り巻く親や教育

機関,企業を巻き込む形式で STEM分野の職業体験

や女性のロールモデルとの交流の機会提供を継続的

に行っている.Girls' Dayの最大の特徴は,産官学が

連携しているという点である.STEM分野,特に女性

の人材不足という課題に対して,政府が政策やガイド

ラインにて方向性を示しつつ,民間企業や教育機関,

報道機関と連携を図り,ホリスティックなアプローチ

をとったことが世界最大のイベントの形成に繋がっ

たと考えられる. 

また, Girls’ Day Radarによる参加企業の可視化,

学校側から女子生徒へリーフレットの配布など

STEM分野に関心のない女子生徒でも参加しやすい

よう創意工夫をしていることも特徴の１つである.参

加対象年齢に幅を持たせることで継続して参加でき,

職業体験やロールモデルとの交流を行うことで,興

味・関心のある分野の発見に寄与する可能性がある.

関心のある分野を探求をしたいというニーズがあれ

ばインターンシップを行うこともできる.以上よ

り,Girls’ Dayへの参加は STEM分野への進路選択

を行う上での重要な位置づけにあると考えられる.  

日本の STEM分野における女性の参画を推進す

るにはドイツの事例の様に産官学連携を基盤とした

持続可能な教育制度設計が必要である.近年,文部科

学省は STEM分野の学習の推進に取り組んでいる

ため(文部科学省,2021),この潮流に即して,まずは産

官学連携を推進することが必要だろう. 

財団は,産官学それぞれのステークホルダーとの関

係性を持つ強みを有しているため,産官学連携を促進

する hub としての機能が期待できる.STEM(理系)女

子奨学助成金制度など対象者への直接的な支援を継

続しつつ,産官学それぞれのステークホルダーと連携

し,Girls’ Dayのような規模の追求が可能な施策を含

むエコシステムの形成ならびに教育の制度設計を提

案したい.そして,女性の STEM 分野への進路選択の

機会提供を継続することで,ジェンダーの垣根を超え,

好きなことを目指せる社会の創出につながる活動を

推進していきたい. 
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